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台湾先住民映画としての『海角七号』（2）
一牡丹社事件と虹の伝説
林 ひふみ
1　牡丹社事件と『海角七号』
　『海角七号』（2008年，魏徳聖監督）が台湾映画史上最大のヒット作となっ
た要因として，台北電影協会理事長の聞天祥は「包容の可能性を追求した」
点を指摘している’）。「包容の可能性」とは異なる歴史経験を持つ複数のエス
ニックグループから構成される台湾社会で，互いを認め合おうとする意思と
努力のことである。『海角七号』のストーリーは，日本統治を経験した世代
と2000年代を生きる孫の世代，日本人と台湾人の和解を取り扱っているが，
地元観客に「包容の可能性」を感じさせる重要な根拠として，物語中に台湾
原住民の歴史と文化を取り込んだ点があった。本稿では，『海角七号』の舞
台が1870年代の牡丹社事件（台湾出兵）現場であることを確認し，同事件
から派生した原住民を含む台湾社会の変動が近代日本一中国一台湾関係の根
幹をなしてきたこと，また従来「台北・外省人・エリート」の視点から描か
れて来た歴史では見えない過去を映像で表現したことが『海角七号』のもた
らすカタルシスにつながっている点を明らかにする。
最も台湾らしい場所
　魏徳聖監督は『海角七号』の舞台として「最も台湾らしい場所を選びたかっ
た。中国でも日本でも香港でもなく，最も台湾らしい場所を」と語っている。
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その結果，彼が選んだ場所が台湾最南端の恒春半島だった。映画の幕開け，
　　　　ア　ガ主人公の阿嘉は台北から西海岸沿いの縦貫道を南へ南へと向かい，最後に清
朝時代の古い城壁が残る故郷，屏東県恒春鎭（日本の「町」に相当）に到着。
『海角七号」の物語は，この町と近隣の村（車城郷，満州郷）を含む恒春半
島で展開される。
　映画では，阿嘉のすぐ後に日本人モデル友子の乗ったバンが同じ城壁にさ
しかかるが，阿嘉の乗ったオートバイとは違い，バンは低い城門（恒春城西
門）を通り過ぎるのに難儀する。17世紀から19世紀末まで清朝統治下にあっ
た台湾だが，元々反政府勢力の根拠地であったために，築城は末期まで行わ
れなかった。旧恒春城は小規模ながら町を囲む城壁が建設され，今日まで保
存されている点，台湾全島でも例外的な場所である。
　このあと，映画は城内に入った友子や外国人モデルたちが，露天市場で撮
影会を行う場面につながる。これは現実にはない「南国風の市場」を映画ロ
ケ用に作り上げたもので，画面にはさまざまな肌の色をした地元民エキスト
ラが現れる。台湾本省人でも，このあたりでは平塘族（平地系原住民）の血
を引く人が多いのであろう。
恒春城西門
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　以上を総合すると，魏監督が言う「最も台湾らしい場所」の条件は，第一
に台北から遠く離れた南部，第二に城壁のある町，第三に平哺族あるいは混
血人口が多い場所であり，その条件を満たす土地として恒春半島の恒春鎭周
辺が選ばれたと言えよう。
海角＝地の果て
　恒春半島は台湾の最南端に位置し，総面積は約五百平方メートル，西に中
国大陸を望む台湾海峡，南にフィリピン領海を望むバシー海峡，東に太平洋
と三方を海に囲まれている。行政区分としては屏東県に属し，同県栃山郷の
率芒渓以南が恒春半島（旧名榔僑）で，半島部に車城郷，恒春鎭，満州郷，
牡丹郷（以上，北西から時計回り）がある。2011年現在，車城郷の人口は
約1万人，恒春鎭は3万人強，満州郷は8，600人，牡丹郷は5，000人。満州
郷人口の約4分の1，牡丹郷人口の9割以上が原住民族として登録されてい
る2）。大まかにいって，西南海岸の車城郷と恒春鎭に漢人（主に閲南系本省
人，一部客家系本省人）が住み，中央山地から東海岸にかけての満州郷，牡
丹郷が台湾原住民の居住区域となっている。
　映画のタイトル「海角七号』は作中に登場する日本統治時代の住所だが，
「海角」という中国語は本来「岬」あるいは「半島」を意味する。さらに
「天涯海角」と言えば「天地の果て」を指す。台湾における恒春半島の位置
づけは，まさに「天涯海角」と呼ぶにふさわしいが，その理由は単に最南端
の半島であるからにとどまらない。
　例えば，台北方面から西海岸を一路南下する台湾周遊鉄道は，恒春半島の
入口となる栃山で東に折れ，中央山脈を越えて太平洋岸の台東に向かう。こ
のため，鉄道王国台湾にあって，恒春半島は鉄道でたどり着くことが出来な
い「陸の孤島」となっている。しかも2004年に開業した恒春空港（車城郷）
は，この地方特有の「落山風」（山颪）のために年間150日も閉鎖を迫られ，
住民に安定した空の便を提供できないでいる。
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　そこで唯一の足となるのが道路交通網だが，映画の冒頭で阿嘉が台北から
バイクを飛ばして南下した省道1号線も，栃山よりやや南の楓港で終点とな
り，ここから東へ向かう省道9号線と，南へ向かい恒春半島に入る県道26
号線とに分かれる。この県道26号線は，本来半島を海沿いに巡って東海岸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　ラ　ン　ビの省道につなぐ計画だったが，実際には半島東南端の観光地鵡鷺鼻灯台を過
ぎた地点などニカ所で工事が中断。その結果，原住民人口の多い二つの郷
（牡丹郷，満州郷）には定期バスが運行していないばかりか，車を走らせる
にも細い山道しかない現状である。
恒春半島の歴史
　なぜ，恒春半島は21世紀の今日に至るまで「陸の孤島」なのか。それに
もかかわらず，なぜ魏徳聖監督はここを「最も台湾らしい場所」とみなして
映画の背景に選んだのか。そうした問いに答えるためには，恒春半島の歴史
をひもとく必要がある。
　『恒春鎭志』3）によると，恒春半島では旧石器時代以来の遺跡が約30か所
発掘されているが，現在につながる歴史の端緒としては，約1，500年前，恒
春アミ族，スカロ・パイワン族，シラヤ平哺族の活動が確認されている。恒
春半島は漢語の1日名を螂嬌（オランダ語表記はLoncquiou）といい，中国
の史書には13世紀末，南宋の争乱でこの地に逃れた者があったと記録され
ているものの，おおむね17世紀前半までは，上記の3部族が18集落に分か
れて暮らしていた。これを「邸嬌18社」（または「郷嬌下18社」）と呼ぶ。
　大航海時代，台湾海峡を航行したポルトガル船の乗組員が，台湾を指して
「llha　Formosa（麗しの島）」と呼び，今日につながる欧名の起源となった
が，実際に足跡を残した列強はオランダが最初である。1624年，現台南付
近に上陸したオランダ人はゼーランジャ城，プロビンシャ城を築いて開墾を
進める一方，金の採掘を目的として東海岸へ向かい，途中1635年に郵嬌へ
出兵，同時にカルビン派の牧師を派遣して説得を行い，18社中17社までを
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帰順させた。オランダ人は金の採掘以外に台湾産鹿革の対日輸出も手がけ，
そのために郵嬌18社を従わせる必要があったと見られる。
　明の遺臣鄭成功は1661年にオランダを下し，台湾を反清復明の基地とす
べく，食糧増産を目的として，漢人移民による開拓を進めた。同年には螂嬌
西岸の車城より朱，桐，董，趙，黄の五姓を持つ屯田兵が上陸し，現車城郷
福安村の基礎を築いたのを初めとして，1682年には客家の楊，張，鄭，古
姓の家族が入植して現車城郷保力村を開いた。しかし，当時鄭政権の中心地
であった現台南から］郵嬌へは，海路以外に交通手段がなく，また現地には行
政組織も置かれなかったため，漢人勢力が拡大するには至らなかった。むし
ろ「陸の孤島」であったが故に「罪人の流刑地」とされたと，『恒春鎭志』
は各種資料を根拠に結論づけている。
　1683年に鄭政権を滅ぼした清朝は，その後212年に渡り台湾を統治する
ことになるが，長期間台湾経営には消極的であった。当初は鄭勢力再興の地
となることを恐れて漢人の居住を制限，次第に規制は緩んだものの，榔嬌で
は流民と原住民の争いが頻発したことから，一般漢人の侵入は禁じられてい
た。そうでなくても熱帯に属する邸嬌には風土病が蔓延しており，17世紀
末からの23年間に鳳山県（現高雄県）から同地に派遣された巡回官吏は，9
人中8人までが病死したと伝えられる。
　以上をまとめると，19世紀半ばまでの邸嬌は，地理的要因（首府台南か
らの距離，交通上の不便）と社会的要因（行政機関の不在，流刑地としての
位置づけ），さらに自然的要因（風土病の蔓延）が総合された結果，漢人に
とっては「陸の孤島」であり，そのために原住民榔嬌18社による伝統的生
活が保全されていたと結論できる。同時に，西海岸の車城には17世紀から
漢人の集落が存在し，原住民族の中にはシラヤ平塘族も含まれていた。狩猟
生活を営む多数派の原住民，漢化し，農耕を行う平哺族，そして中国大陸か
らの移民の子孫が住み分ける熱帯の岬。そこでの暮らしが大きく変わる契機
は19世紀後半にやって来た。
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日本軍出兵
　中国でのアヘン戦争後，欧米列強の船舶が頻繁に郷嬌付近に現れ始め，原
住民との衝突が続発した（1860年ドイツ船エルベ号，1866年イギリス軍艦
ドゥーブ号，1867年イギリス船シルヴィア号，アメリカ船ローバー号など）。
　1871年，琉球宮古島から那覇へ年貢を納めに向かった船が帰路台風に遭っ
て漂流，邸嬌東海岸の八瑠湾（現満州郷九棚海岸）に上陸した66人のうち，
　　　ク　ス　ク　ス54名が高士佛社（現牡丹郷高士村）の原住民に殺害される事件が起きた。
当時，明治政府は琉球の日清両属状態の解決に苦慮しており，また政府内に
は征韓論，征台論を唱えるものもあった。日本政府は前駐アモイ米領事で榔
嬌現地の事情にも詳しいリゼンドルを外交顧問に雇って出兵準備を進める一
方，外務卿副島種臣が北京で清国政府と交渉した際に漂流民殺害に対する賠
償を請求。清国側が「台湾生番は化外の民」と責任回避したことを受けて，
陸軍中将西郷従道を台湾蕃地事務都督に命じ，維新以来初の海外出兵を行っ
た4）。
　『恒春鎭志』によれば，1874年5月7日（旧暦3月22日），日本軍は車城
湾の社寮（現射寮）より上陸，同22日には石門を攻めて牡丹社の頭目父子
ら38人を殺害。6月3日には1，000名以上の日本軍が3路に分かれて牡丹社
に入り，大部分の家屋を焼き払った。榔嬌18社のうち15社は6月25日ま
でに日本軍と和議。最後まで戦った75人も7月1日に降伏した。日本軍の
戦死者は12名と伝えられるが，占領中の8月にマラリアが発生し，病死者
が561名に上った。
　日本では琉球船民が殺害された事件のみを「牡丹社事件」とし，日本軍に
よる報復については「台湾出兵（征台の役）」と呼ぶことが多いが，台湾で
は通常両者をまとめて「牡丹社事件」と呼ぶ。本稿では台湾における呼称を
使用したい。琉球漂流民の殺害には高士佛社が主に関わったと見られ，報復
出兵では牡丹社から多くの犠牲者が出たためである。また両社はいずれもパ
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イワン族で，現在は主に牡丹郷に属している。当時，東アジア海域には列強
が進出していたことから，日本軍による榔嬌への攻撃は，いわば衆人環視の
もとに行われたと言ってよい。リゼンドルを外交顧問として雇ったばかりか，
『ニューヨークヘラルド』のアメリカ人記者エドワード・ハウスも従軍記者
として同行し，通信記事を送ったほか，翌年「The　Japanese　Expedition　to
Formosa』を上梓した。同書は台湾で『征台紀事』としで）近年も再版され
ている。日本からは岸田吟香が本邦初の従軍記者として台湾の戦場に向かい，
『東京日日新聞』に記事を送った。
　現在，西海岸の車城から屏東県道199号線を牡丹郷方面（北東）に向かう
と，石門村との境を示す極彩色のアーチをくぐってすぐの路肩斜面に「西郷
従道侵台始末」と題されたカラー壁画約20点が埋め込まれている。2009年
5月に牡丹郷役場により建立されたもので，牡丹社事件の経緯を絵画で説明
している。
　壁画によれば，1871年1月に近辺で日本船が座礁し，和服姿の日本人多
数が上陸，近くの部落でもてなしを受けた。別の部落の原住民は山で狩猟に
従事し，イノシシを撃っていた。日本人は恐れをなして逃げ出した。彼らは
山の原住民に殺され，他の人々は漢人に助けを求めた。鳳山県の役場が彼ら
を琉球那覇に送還したが，その後，原住民と日本軍の間で戦争が起きた。西
郷従道率いる日本軍が高砂丸，明光丸などの艦船でやって来て，西洋人と謀
り，同地を襲撃。日本軍は至るところに火を放ち，殺獄を行った。日本刀を
振るって，家を焼き，重大な損害をもたらした。日本軍兵士が死傷したこと
で，西郷は清の役人沈藻禎に賠償を求あた。日本軍は石門古戦場に忠魂碑を
建て，原住民は豚を捧げて祀った。これが「西郷従道侵台始末」である。他
の壁画には，パイワン族の象徴である百合の花や，原住民が力を合わせて木
を切り，家を建て，水牛を使って農耕を行い，魚を捕り，狩猟をして，豊か
な野菜や果物に恵まれる様子，また伝統の陶壷，トンボ玉などが描かれてい
る。
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牡丹郷石門村の組壁画より
　大きく色鮮やかな壁画に加え，村の入口を示すアーチ横には，事件で殺害
された牡丹社の頭目アルグが弓を引く姿の像も置かれている。現地の人々に
とって，今なお牡丹社事件が大きな意味を持つことを示して余りある。琉球
漂流民事件については，牡丹郷と宮古島の当事者遺族（子孫）間で交流がも
たれ，傷を癒す試み6）が行われている。しかし，出兵した明治政府にとって，
漂流民事件は台湾進出のたあの契機に過ぎず，事件の影響も清朝が賠償金
50万両を支払ったことで払拭されるものでは到底なかった。
「黒船」としての牡丹社事件
　牡丹社事件が台湾原住民にもたらした影響の大きさは計り知れない。それ
まで，島の外から異邦人が渡来することはあっても，各社の頭目を中心とす
る部族社会の枠組みそのものが脅かされることはなかった。オランダ時代は
頭目による評議会を通じて統治が行われたし，鄭政権や清朝はむしろ原住民
との接触を避けようとさえしていた。ところが，牡丹社事件を通じて，日本
が台湾に領土的野心を持つことが明らかになると，清朝はこれまでの消極的
姿勢を改め，台湾の積極経営に転じた。西郷従道率いる日本軍との交渉を目
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的に派遣された欽差大臣沈藻槙がその主人公であった。
　沈藻禎は台湾最南端の榔嬌を防備するため，県を設置して清朝が派遣する
役人の常駐を決定，1875年1月に恒春県を定め，同年10月には恒春城の建
設に着手した。築城に伴い，郵嬌への漢人入植制限を解除し，中国沿岸のア
モイ，スワトウ，香港に招墾局を置いて移住者を募集した。それまで原住民
18社が支配してきた榔嬌が，恒春と呼び換えられ，徐々に漢人が主流を占
める場所に変質していくのは，この時からである。『恒春鎭志』の「社会志
篇」によれば，築城開始当時，恒春半島全体の人口は3，000人余りで，大部
分が原住民であった。それが約10年後の1886年には，漢人移民により
6，000人と倍増。半世紀後，日本統治時代の1935年には恒春郡総人口3万人
余り，うち原住民2，300人と記録されており，短期間で邸嬌18社の支配的
地位が失われたのである。
　また，沈藻槙は防衛のためには台湾の開発を進めることが急務だとして，
「開山撫番」を実施した。「開山」とは経済開発のために，行政区画の再編を
行って入山制限を解除，道路建設を行い，移住を促進して農業，牧畜，林業，
鉱業を発展させ，水道や郵便制度を導入するという文明開化政策を指す。
「撫番」とは原住民を対象に人口調査と登録を行い，風俗や服装を改めさせ，
学校を開設して漢化を進めることを意味した。具体的には弁髪の普及や刀狩
りも行われた。
　つまり沈藻槙が端緒をつけた「開山撫番」とは，国防の観点から台湾全島
で近代化建設を進めるものであったが，直接的な影響としては「撫番」（「番」
は原住民の意）と名指しされた原住民文化への打撃が最も甚だしかった。し
かも，清朝による「開山撫番」は一定の効果を上げはしたが，20年後の日
清戦争で日本に敗北，台湾は日本に割譲された。そして台湾総督府は全島各
地の「…蕃地」こと原住民居住区に警察官を配置して，「理蕃」と称する統治
を行い，「授産」と称して水田耕作を勧め，「蕃童教育所」や「蕃人公学校」
を通して日本語教育を進めた。台湾原住民にとって，1874年に車城湾から
72　明治大学教養論集　通巻472号（2011・9）
上陸した日本軍は文字通りの「黒船」であり，その一撃により，約1，500年
続いた彼らの伝統文化は存亡の危機に立たされるに至ったのである。そのきっ
かけとなったのが螂嬌高士佛社（現牡丹郷パイワン族）による琉球漂流民の
殺害であり，事件の当事者となった人々や子孫の立場からすれば，悔やんで
も悔やみきれず，百数十年を経て尚，壁画に描いて世に訴える由縁であろう。
「理蕃」と抗日
　日本にとっても，牡丹社事件による台湾出兵は明治維新後初の対外戦争で
あり，20年後の日清戦争による台湾割譲，そして1930年代の満州事変，日
中戦争へとつながる歴史の曲がり角となった。そうした意味で，恒春半島は
近代の日本，中国，台湾の関係史上に重要な地位を占める。しかも，その起
点に原住民の存在があったことを記憶にとどめる必要がある。
　清朝から台湾の割譲を受けた日本は，翌1896年恒春城内に国語伝習所を
設けて漢人住民に対する日本語教育を始動させる一方，現満州郷内に分教場
を開き，台湾全土に先駆けて原住民に対する日本語教育を開始した。さらに
1897年には人類学者伊能嘉矩が恒春にも足を伸ばしてフィールドワークを
実施，調査結果は『台湾蕃人事情』として1900年に台湾総督府民生部文書
課より刊行された。伊能は台湾原住民に関する人類学的研究の礎を築いた人
物として高く評価されている。『台湾蕃人事情』はそれまで部族（社）ごと
の自称あるいは他称しか持たなかった原住民諸族を，言語等の基準により分
類し，総称としての民族名を付す先駆けとなった。その分類法や民族名が当
事者の実感にそぐわないとして異議申し立てが行われるのは1980年代以降
のことである。
　日本による「理蕃」政策は，山地原住民地区駐在の警察官に教員を兼務さ
せて，統治と教化に当たらせるもので，ムチとアメの組み合わせを常とした。
原住民地区での映画上映，住民代表を日本や外国へ連れ出しての視察旅行な
どは，「アメ」つまり懐柔策としての要素が大きかったと考えられる。1910
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年ロンドンの日英博覧会等における「蕃社」生活の実演にしても，当時の人
類学の常識から見れば，両義的解釈の余地はあろう。しかし，歴史上一貫し
て「陸の孤島」であり続ける恒春半島の位置を考えれば，20世紀始めに，
わざわざ牡丹社事件の現場から旧高士佛社の人々を連れてロンドンまで渡っ
たという事実は驚嘆に値しよう。ましてや，99年後の2009年に，日英博覧
会での「人間動物園」展示に批判的な番組を製作するために当事者の子孫を
取材したNHKスペシャル『ジャパンデビュー　アジアの一等国」取材班も，
また番組内容を不満として提訴する原告団に高士村関係者の参加を募った政
治勢力も，同じようにこの「陸の孤島」に足を伸ばしている。日本と旧高士
佛社を中心とする恒春パイワン族との関係は，実に浅からぬものがあると言
える。同じ2009年に公開された酒井充子監督によるドキュメンタリー『台
湾人生』にも高士佛社出身の人物が登場する。作中唯一の台湾原住民として
親日的な印象を残すタリグ・プジャズヤンは，牡丹社事件で殺害された頭目
の子孫であり，『原住民新聞雑誌』によれば，日本時代には出自を隠すため
に仮名で過ごしたという。『台湾人生」では愛国少年時代に鮮血で日の丸を
描いた思い出を語り，明治天皇による御製の和歌を暗諦してみせる彼は，第
二次大戦後に華愛という漢名で中華民国軍の軍人となり，後には台湾初の原
住民立法委員（国会議員に相当，中国国民党籍）を務めた。
　日本による植民統治に対する台湾旧世代の矛盾した感情を，子どもや孫の
立場からどのように理解し「包容」するかが『海角七号』の大きなテーマの
一つである。この矛盾が，牡丹社事件を通じて台湾割譲へのきっかけとなっ
た原住民の間では，一層深く現れる。日英博覧会への参加や『台湾人生』の
発言に見られる植民地政府と恒春原住民との親密な関係は，事実の全体を物
語ってはいない。日本統治時代に起きた台湾原住民による抗日暴動としては，
1930年の霧社事件が最もよく知られているが，恒春半島でも1914年に四林
格社（現牡丹郷四林村）で大規模な流血事件が起きている。総督府による銃
器の没収に対する不満が契機となり，萬里得，蚊蜂，四重渓などの派出所が
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襲撃され，警官が死亡したことから，台南方面軍の討伐隊が派遣され，原住
民との戦闘が繰り広げられた。日本側は現場に忠魂碑を建てたが，現在は四
林格事件記念碑が原住民の立場から抗日事件の記憶を伝えている。さらに四
林村では，日本統治時代の警察駐在所や「蕃童教育所」の跡も「先祖が勇敢
に故郷を防衛した」ことを記念する目的で保存されている。
『海角七号』の舞台
　最初に述べた通り，『海角七号』のロケはほぼ全て恒春半島（旧螂嬌）で
行われている。阿嘉の家と勤務先の郵便局は，いずれも牡丹社事件直後，沈
藻槙の奏上により建設された恒春城の内側にある。日本人友子の乗ったバン
が恒春城の西門を通れずに難儀するシーンは，築城の目的が日本に対する防
衛であったことを考えると意味深長だ。バンドのオーディションが行われた
公会堂，および屋外で披露宴が催された廟の所在地は西海岸の車城郷。ここ
から，1875年日本軍が上陸した。映画の冒頭で茂伯（ボーさん）の乗った
バイクが転倒するのはやや内陸の四重渓で，すぐ先に石門古戦場と牡丹社事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　マ件の壁画がある。茂伯の家と年老いた「小島友子」の家，原住民警察官労馬
とその父が勤務する警察署の所在地は半島東部の満州郷。そして茂伯と阿嘉
がバイクに相乗りし，虹を背に海辺を走るシーンは牡丹郷の太平洋岸で撮影
された。そこから少し南に下れば，琉球人が漂着した八瑠湾（現九棚砂漠）
で，現在は満州郷に属している。
　現在の台湾で恒春半島と言えば，多くの人が墾丁のリゾート地を思い浮か
べるが，ここは『海角七号』でもビーチコンサートが開かれるホテルの所在
地で，行政上は恒春鎭に属する。「陸の孤島」恒春半島とはいえ，台湾西南
部の大都市高雄から観光地の墾丁へは大型バスがひっきりなしに運行してい
る。その通り道となる車城郷を含め，比較的開発の進んだ半島西南部で，漢
人住民が大部分を占めているのは，残念ながら偶然とはいえない。中央山脈
から東海岸にかけての地域（牡丹郷，満州郷）は，現在に至るまで原住民居
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住区で，そのために開発が遅れているのである。
　ここで改めて確認するならば，台湾原住民は，17世紀の漢人渡来以降，
主に漢人及び日本人の観点から，西海岸に住み漢人との同化が進んだ平哺族
（旧称：熟番，平哺蕃）と中央山脈以東に住んで伝統的生活様式を保った高
山族（旧称：生番，高砂族）に分けられて来た。邸嬌18社を例にとるなら
ば，猫仔社と猴洞社が平哺族，他の16社が高山族であった。
　一方，牡丹社への出兵に従軍したアメリカ人記者ハウスが著した『The
Japanese　Expedition　to　Formosa』によると，日本軍が上陸した射寮は平
哺族の集落，四重渓は平塙族と漢人の雑居地で，平哺族はある程度の閾南語
を話し，家屋等にも中国文化の影響が見られたという。また，『恒春鎭志』
や伊能嘉矩の『台湾蕃人事情』にも，邸嬌では客家系漢人と原住民の通婚が
頻繁に見られたと記されている。
　例えば，牡丹社事件当時，郵嬌各社を取りまとめて日本との和議を進めた
大頭目播文悉（Jagarushi　Guri　Bunkjet）は，車城頭哺庄の客家の家に生
まれ，本名を任（または林）文悉といったが，母親が前大頭目トウキトクの
妹であったために大頭目の地位を継いだ。トウキトクはパイワン族スカロ群
猪労東社の頭目で，高山族に属するが，その妹と客家系漢人が通婚していた
ことになる。播文恭は恒春城築城に際し，清朝に協力して「播」姓を授かり，
その後の清軍と原住民の戦闘でも（清朝にとっての）功績をあげたことから，
五品の官位を受けた。さらに1895年の台湾割譲に伴い，同年11月1日日本
軍が恒春城に進駐すると，付近各社に帰順を促し，翌年には恒春国語伝習場
の猪労束分教場設立に協力，その功績により1897年に勲六等瑞宝章を受け
ている7）。
　日本による領有後，1905年に初めて実施された人口調査（第一次臨時戸
口調査）は，第一段階で「内地（日本）人，本島（台湾）人，生…蕃人（高山
族原住民），外国人」に分けた上で，第二段階で本島（台湾）人を「福建
（閾南）人，広東（客家）人，その他漢人，熟蕃人（平哺族）」に分類した。
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その結果，恒春庁全体で2，498人が熟蕃人（平哺族）として登録された。ま
た領有当初は，清朝の行政慣習を引き継ぎ，漢人の集落である「庄」と原住
民の「社」を別立て管理していたが，1904年には「衣食住の風俗や言語が
漢人と変わらない」という理由で，半数の「社」を普通行政区域に編入した。
これにより，旧郷僑18社中「猪労東社」が「猪労東庄」に，「猫仔社」が
「網沙庄」に，「龍攣社」と「亀仔角社」の一部が「鵡鷺鼻庄」に，「射麻里
社」が「射麻里庄」に「蚊蝉社」が「蚊蝉庄」に，「亀仔社」の一部が「港
口庄」に再編されるなどしたのである。これらの旧庄は現在，恒春鎭や満州
郷に属する。恒春半島では領有のごく初期に，平哺族だけでなく高山系パイ
ワン族の社も約半数が漢人のコミュニティにとけ込んで行った。一方，牡丹
社，高士佛社など牡丹社事件で日本と敵対した部族は，人口統計上は「生蕃
人」として，行政上も「蕃社」として区別された形で残り（現牡丹郷），道
路整備を含めた開発面で現在まで他と格差が残るのは上記の通りである。
月琴の郷
　日本統治時代を通じ，台湾全島で，行政における平哺族と漢人との区別が
消失していった。若林正丈は，このことが，「『平哺族』と漢族とのエスニッ
ク・バウンダリーの政治・社会的意義をさらに減殺する方向に作用したと考
えられる」と指摘する8）。第二次大戦後の中華民国治下では，人口統計上も
「平哺族」のカテゴリーがなくなった。長期に渡り，漢族との区別が意識さ
れない状態が続いた結果，いつしか「平哺族は同化によって消滅した」とい
う見方が広まった。ところが，1980年代からの民主化に伴う原住民運動の
進展で，再び平哺族のアイデンティティが主張され始め，2000年代に入る
と，サオ族とクバラン族が法定原住民族の地位を獲得した。
　平哺族は，そもそも漢人と台湾原住民の接触によりもたらされた中間的存
在であるため，明確な定義や線引きが難しい。また恒春半島では，播文悉の
例が示すように，牡丹社事件以前から原住民と漢人（客家）が通婚し，混血
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の子孫は状況に応じてどちらの身分を使うこともあったが，日本時代の戸口
登録が父系の血統のみを基準としたために，「生蕃人（高山族原住民）」や
「熟蕃人（平塙族）」としての登録がより少なくなった面もあると見られる。
いずれにしても2011年現在，恒春半島の1鎭3郷で合わせ約55，000人の住
民のうち，台湾原住民族としての登録は約14％に過ぎない。残りの86％の
うち，どれほどの人が平哺族の血を引いているのか，確認の方法はない。
　一方，人口統計や行政区分とは無関係に，恒春の市中では長期に渡り，平
哺族の文化が顕著な存在感を示して来たらしい。例えば，1999年末に発行
された恒春民謡（語り物）CD『恒春半島民歌紀実』9）の解説書は，1967年に
現地でフィールドワークを行った音楽学者許常恵によるこのような文章を再
録している。「（邸嬌では漢人と原住民の紛糾が絶えなかったため）漢人の婦
女も外出する際にはビンロウを噛み，頭上に物を乗せて運ぶなど，原住民女
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
性の真似をしたのである。今日も恒春では一般の女性がビンロウを噛むこと
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
を好み，頭に物を乗せる習慣があるのは，当時から伝わったものである。
（傍点は引用者による）」。また，フィールドワーク中の許常恵に「発見」さ
れ，台湾特有の二本弦月琴による弾き語り『思想起』がレコード録音された
ことで知られる盲目の歌手陳達（1906－81）は，現恒春鎭大光里の出身だが，
祖母は原住民であった。『思想起』の系列には，メロディを平哺族の音楽か
ら取った「平哺調」作品も含まれる。陳達が遠く台北，台中まで招かれて公
演を行ったことから，月琴の伴奏で語る恒春民謡『思想起』は広く台湾中に
知れ渡った。そのため恒春鎭はキャッチコピーとして「月琴の郷」を使用し
ており，県道から町への入口となる場所に巨大な月琴の模型が設置されてい
るほか，街灯の飾りや舗道のタイルにも月琴の模様が見られる。『海角七号』
の主要登場人物の一人茂伯（ボーさん）は，いつも月琴をつまびいているが，
台湾の観客から見ると「いかにも恒春の老人らしい」風情であり，その背景
にうっすらと平哺族や山地原住民の気配が感じ取られていると見てよかろう。
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おわりに
　拙稿「台湾映画史における原住民像の変遷」で見たように，2000年代に
入って以降，台湾では「本省人は漢人と平哺族の混血である」という認識が
広まっている。一方，原住民に対する差別感情が長く続いたために，混血の
事実を受入れることは感情的に容易でない。『海角七号』は，台湾では教科
書にも取り上げられ，よく知られた牡丹社事件の現場を舞台とすることで，
台湾原住民と漢人が近代の最初から運命をともにして来た事実を描いて見せ
た。特に作中登場する茂伯（ボーさん）の月琴は，かつて『思想起』で一世
を風靡した陳達が原住民との混血であったこと，作品の系列に「平哺調」が
含まれることなどから，恒春の血筋を具体化して見せ，聞かせる装置になっ
ている。台湾の観客が『海角七号』に「包容の可能性」を感じた一因がここ
にあることは，明らかであろう。
ll　『海角七号』と虹を渡る勇士
　『海角七号』では，1945年と2008年，二つの時代の物語が並行して語ら
れる。また，2008年の物語中の登場人物に，「地元バンドの完成」と「宛先
不明小包の配達」という二つの使命が課されている。1945年の物語が提示
するのは，日本による植民統治の終焉について台湾旧世代が抱く「捨てられ
た」という感情，および祖父母の心の傷を癒したいと願う第三世代の思いで
ある。また，2008年の物語のうち，「地元バンドの完成」は族群間の和解を
通じた台湾アイデンティティの再構築を示す。「宛先不明小包」とは，語る
ことを禁じられた過去の象徴であり，その配達は歴史の受容を意味するだろ
う。
　映画の終末，1945年と2008年がつながり，「宛先不明小包」の配達，「地
元バンドの完成」という二つの使命が果たされる。大団円を迎えるためには，
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バンドメンバーたちを結束させ，小包の宛先「海角七番地」に至る道が示さ
れる必要があった。魏徳聖監督は二つの問題の解決に，いずれも台湾原住民
文化の要素を引用している。メンバー全員が身につけたトンボ玉と，雨上が
りの空に現れた虹である。
パイワン族のトンボ玉
　　　　　　　　　　　　ロ　　　マ　『海角七号』の原住民警官労馬は，最初に画面に現れた時から一貫してト
ンボ玉の首飾りをしている。これは台湾南部に住むパイワン族，ルカイ族，
ピュマ族の伝統で，台湾では通常「瑠璃珠」と呼ばれている。上記3民族は
いずれも頭目，貴族，平民という身分制を持つ。伝統的にトンボ玉の着用が
許されるのは貴族だけであり，婚礼の結納品として欠かすことのできないも
のだったlo）。
　人類学者の潭昌國はトンボ玉を起源によって3種類に分ける。第一は，恐
らく数千年前に，これら民族の先祖が海を渡って台湾に到着した時，持ち込
んだ物。第二は，17世紀にオランダが東インド会社を設立し，交易・植民
のため台湾を拠点とした際，特産の鹿革と交換した物。第三は，日本統治時
代以降，トンボ玉が急速に外部流出し，伝統の衰退を危惧した地元の新世代
が，1970年代から自ら製作し始めた物である。蛸島尚11）はトンボ玉の由来
に関する人類学，歴史学，ガラス工芸史の研究成果を検討した結果，17世
紀にオランダ人が持ち込んだアムステルダム，ヴェネチア，インド製ガラス
玉（ビーズ）が起源である可能性が強いと推論する。
　このように，トンボ玉の由来がはっきりしないのは，パイワン族を含む台
湾原住民が固有の文字を持たず，彼らに関する歴史研究は他国の史料に頼ら
ざるを得ないこと，またトンボ玉についての記述が（17世紀の台湾につい
て多くの記録を残している）オランダ東インド会社の資料で確認されていな
いことによる。パイワン族自身による説明には，古代渡来説のほか，「先祖
が各種トンボの目玉を混ぜて作った」（潭）等の伝説も含まれる。いずれに
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しても，日本による領有時に，これら台湾原住民が古いトンボ玉の首飾りを
身につけており，それに高い価値が与えられていたことは間違いない。
　トンボ玉は過去において外部からもたらされたもので，現地では作ること
ができず，限られた数量が貴族により代々継承されることで，いよいよ価値
を高めて行った。1969年生まれのパイワン族女性作家リカラッ・アウーは，
母から授けられたトンボ玉「ムリダン」の思い出をエッセイに記し，エッセ
イ集全体のタイトルにも用いている12）。「ムリダン」は本来貴族の末っ子が
身につける小さな玉だが，平民である彼女の母は，生まれた時に「ムリダン」
のように小さく愛らしかったという理由で，隣に住む貴族から「ムリダン」
の愛称を与えられ，実際に玉も一つ下賜された。その母が年老いた時，自ら
の名において，「ムリダン」を娘に譲ったのである。
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　マ　映画『海角七号』で，警察官の労馬が身につけていたのは，伝統的なトン
ボ玉ではない。舶来品の骨董として，外部者からも価値を認められたトンボ
玉は，日本統治時代以降，収集家の関心を呼び，流出した。そのため，1970
年代以降，パイワン族の住む屏東県三地門郷などで「復元」の試みがなされ
るようになった。しかし，元々舶来品であり，そもそもの製造方法が確認で
きないことから，後に商品化されたトンボ玉は，見た目からして伝統的な品
とは大きく異なっている。
　1983年に三地門郷のパイワン族女性施秀菊が開設した工房「蜻蛉雅築」
は，伝統の継承という文化事業的側面と，地元の女性たちに仕事の場を与え
るという社会事業的側面の両方を持ちながら発展して来た。『海角七号」中，
日本人歌手中孝介を出迎えるため恒春空港に行った友子が，売店でトンボ玉
を購入するシーンがある。この売店は映画用に作られたセットであり，現実
には存在しないが，そこに並べられたトンボ玉は「蜻蛉雅築」の製品で，
ロ　　　マ
労馬が身につけていたのは，そのうちの一つ「眼涙之珠（涙の珠）」だった。
台湾先住民映画としての「海角七号」（2）　81
原住民文化がもたらす和解
　「蜻蛉雅築」で製作されたトンボ玉は，それぞれがパイワン族文化に基づ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ－ダ－いた名前と意味を与えられている。映画の中では，友子から大大に「祖霊の
　　　　マ　ラ　サ　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　－マ
目」が，馬拉桑に「蝶踊の珠」が，水蛙（カエル）に「手脚の珠」が，労馬
に「孔雀の珠」が，茂伯（ボーさん）に「日光の珠」が贈られた。茂伯（ボー
さん）は普段から首に赤ひものお守り（漢人の信仰する嬬祖の護身符）を下
げているので，友子からトンボ玉を贈られた時，「神様同士が喧嘩するんじゃ
　　　　　　　　　　　　　ロ　m　マないか」と心配する。すると労馬が「そんなことはない。みんな同じ一家だ
ろう」となだめるのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　マ茂伯（ボーさん）が代表する漢人（閏南系台湾本省人）と，労馬が代表す
る台湾原住民は，17世紀の漢人渡来から20世紀まで，一貫して敵対関係に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　マあった。『海角七号』の地元バンドが紛糾するのも，阿嘉と労馬の喧嘩に端
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　マ　　オ－ラランを発する。老世代間でも，オーディション会場で労馬の父欧拉朗の振ったハー
モニカから唾が飛んだと茂伯（ボーさん）が声を荒げ，もめ事に発展した。
ところが，練習の進展でチームワークが出来てきたところに，友子が全員に
トンボ玉を贈ったことで，バラバラだったメンバーたちが一つにまとまり始
　　　ロ　　　マめる。労馬が茂伯（ボーさん）に向かって言った「同じ一家」とは，「台湾
という一家」の意味であり，茂伯（ボーさん）がトンボ玉を身につけること
で，漢人と台湾原住民の和解が示された。その象徴が，コンサートの舞台で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　ラ　サ　ンメンバー全員が身につけるユニフォーム’3）である。客家の馬拉桑が配ったこ
　　マ　ラ　サ　ンの「馬拉桑」Tシャツは，原住民伝来のアワ酒を現代的パッケージで売り出
　　　　　　　　　　　　　　　マ　ラ　サ　ンす新商品の宣伝用だが，商品名「馬拉桑」はもともと原住民アミ族の言葉で
「酒酔い」の意味だ。ここでも原住民文化が和解と統合を押し進あるのであ
る。
　『海角七号』で重要なのは，登場人物たちが原住民文化を通じた相互和解
と団結によって，これまで奪われて来た自信と力を獲得する点だ。友子がト
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ンボ玉の首飾りを贈呈するリハーサル場面では，阿嘉だけが「歌詞を直
す」’4）ために不在だった。そこで茂伯（ボーさん）が他のメンバーに向かい，
「おまえたち，歌を歌いたくないのか。うまいのに」とけしかける。その結
果，翌日のコンサート本番では，バンドの全員が（予定とは異なり）マイク
に向かって声を出して歌うのだ。自信と力を獲得したことの現れ，言い換え
ると，台湾アイデンティティの再構築という目的が達成されたことの証明だ
と見ることが出来よう。
　台湾は17世紀に遡る原住民と漢人（閾南系）の対立に，やや遅れてやっ
て来た客家が加わり，さらに半世紀の日本統治を経て，1945年以降は中国
から来た外省人政権と以前からの住民（本省人＋原住民）の間に生まれた相
互不信も重なり，複雑な族群（エスニックグループ）状況を呈して来た。異
なる族群，異なる世代では使用される言語も異なり15），社会全体が同じ歌を
共有出来ない。そうした状況を反映し，第二次大戦後，1990年代のポスト
ニューシネマ期まで，外省人監督が撮った映画で流れる音楽は，上海租界に
遡る中華モダンの楽曲，あるいは西洋クラシック，またはアメリカンポップ
のいずれかである場合が多かった（エドワード・ヤン『クーリン街少年殺人
事件』など）。台湾社会を映し出す音楽としては，日本時代に遡る小学校唱
歌（侯孝賢『冬冬の夏休み』中の『仰げば尊し』，『赤とんぼ』や，桐一正
『我椚都是這様長大的（みんなこうして大きくなった）』中の『霞か雲か』な
ど）が目立ち，侯孝賢『童年往事一時の流れ』の主人公阿嗜のように，台
湾語の歌謡曲を一人で歌う人物すらスクリーン上では稀だった。ましてや族
群や世代をまたいで共有され，合唱される歌はなかったと言ってよい。
　『海角七号』でも前半のオーディション場面では，それぞれの演奏する曲
目が，音楽の種類からしてバラバラで，一つのバンドにまとめあげるのは不
　　　　　　　　　　　　　　　ロ－マ　オ－ララン可能かに見えた。阿嘉はロック，労馬と欧拉朗はパイワン語のフォークソン
　　ダ－ダ－グ，大大はキリスト教会で賛美歌の伴奏をしているし，茂伯（ボーさん）が
台湾月琴で奏でるのは日本語の『野ばら」か台湾（閾南）語の懐メロだった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　マ　ラ　サ　ンそれがトンボ玉の首飾りと原住民の酒馬拉桑Tシャツを核としてまとまり，
全員で阿嘉の書いた歌を合唱するに至る。その点，一曲目『無楽不作（楽し
いことは全て）』の歌詞に「俺は歌が書きたい」というフレーズが見られた
ことは注目に値しよう。多民族からなる台湾社会で共有される歌がほしいと
いう意思が明確に表明され，結果的に実現したからだ。
　和解は，異なる族群や世代に属するバンドメンバー間だけでなく，封印さ
れた歴史との間でも求められていた。60余年前の旧住所が探し当てられず，
日本から台湾に届いた小包を配達できないのは，日本時代にまつわる記憶や
感情が，戦後抑圧され，封印されて来たからに他ならない。映画では，二つ
の時代，日本と台湾をつなぐ道として「虹」が提示される。台湾中部の原住
民タイヤル族，セデック族等の伝説への言及だ。
虹の伝説
　台湾原住民のタイヤル族，セデック族などの間では，人は死ぬと虹の橋を
渡り，祖霊に会いに行くと信じられて来た。その際，生前勇敢な狩人だった
男，立派に家の仕事を務め上げた女は，大勢に見送られて旅立ち，大勢の祖
先に出迎えられて幸せな再会を果たすことができる。しかし，生前部族の掟
（ガガ）を守らなかった者は，虹の橋を渡ることが出来ず，毒蛇やワニのい
る淵に転落してしまうという16）。映画に「虹」が現れるのは，全130分中，
最後の40分である。それまでつながらなかった二っの時代，二つの土地が
つながり，それまで果たされなかった二つの使命が果たされて行く。
　最初に「虹」への言及がなされるのは，バンドのリハーサル場面だ。阿嘉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダンモンダティエンシンジャは一曲目の『無楽不作（楽しいことは全て）』中，「当夢的天行者」と叫ぶ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ティエンシンジャ日本語字幕では「夢の旅人になろう」と訳されているが，「天行者」は本
　　スカイウt－カ－来「空を歩く者」という意味であり，「虹を渡る」イメージが喚起される。
次に，1945年の送還船上の場面で日本人教師の頭上に現れた虹が，2008年
の友子がカフェのガラス越しに見た空につながり，阿嘉と茂伯が乗るオート
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バイの向こう側に届いた時，「虹の両端が海を越え，僕と君を結びつけてく
れますように」という手紙のナレーションが聞こえる。その次は，再びリハー
サル場面だ。なかなか書き上がらなかった二曲目『国境之南（国境の南）』
で，阿嘉は歌う。「陽光が再び小雨降る国境の南に戻ったら，あの一年の物
語を続けて語り終えよう」。雨の後，陽が差し，虹が出るイメージにつながっ
ている。
　ここまでをまとめると，コンサートで演奏される二曲は，いずれも歌詞の
中で虹を暗喩している。一曲目は，自分を「虹を渡る者」になぞらえ，二曲
目では「（雨が上がり）虹が出たら，愛の古傷が癒される」ことを予告する。
そして，画面上に映し出された虹は視覚的に1945年と2008年，日本人教師
と友子，阿嘉，茂伯をつないで見せた。
　さて，コンサート前日は雨だ。翌日の天気を心配する友子に，中孝介が
「でも，虹が見えるかもしれない」と言う。果たして，翌日，浜辺でのリハー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ－ダ－サル中，空には虹がかかっている。友子と大大の母親である明珠との会話中，
「宛先不明小包」が話題になり，明珠は紙片に祖母の住所を書き記して言う。
「その少女はここにいるわ。私のおばあちゃんなの」。明珠から受け取った住
所を，友子は本番準備中の阿嘉に渡す。「そんなに急ぐのか」といぶかる阿
嘉に，友子はコンサートが終わったら日本に帰ることになったと話し，阿嘉
の首にパイワン族のトンボ玉「勇士の珠」を掛ける。走り出す阿嘉を見送る
友子の背後に虹が見える。「勇士」の象徴を与えられた阿嘉が走らせるオー
トバイは，一瞬セピア色の空間に入り，スーツケースを提げて一人歩く日本
人教師とすれ違う。阿嘉は時空を越え，祖霊の世界にたどり着いたのである。
そして七通の手紙が入った「宛先不明小包」は，とうとう無事配達された。
　「勇士の珠」と虹によって，阿嘉は祖霊の世界に渡り，60年以上届かなかっ
た手紙を配達することができた。すでに阿嘉は二曲目『国境之南（国境の南）』
のタイトルを『海角七号』に変更している。「陽光が再び，小雨降る国境の
南に戻ったら，あの一年の物語を続けて語り終えよう（前半）」という部分
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に続き，この歌には後半がある。「陽光が再び，あの明る過ぎる国境の南から
立ち去る時，かつて君が持ち去った愛を，笑顔で返してくれるかい（後半）」。
歌詞が，60年を隔てた二組の男女の関係を示していることは明らかだろう。
虹を越えた阿嘉によって手紙を入れた小包が配達され，尻切れとんぼの物語
にピリオドが打たれた（前半）。そして，「今夜のコンサートが終わったら日
本に帰る」と言った友子を，コンサート会場に戻った阿嘉が抱きしめて言う。
「行くな。行くなら俺も一緒に」。この阿嘉の言葉は，本来60余年前，埠頭
に立ち尽くした台湾人女生徒「海角七番地　小島友子」が発するはずだった
言葉である。かつて言えなかった言葉を二世代下の阿嘉が，傷ついた祖父母
の世代にかわって発する構造だ。楽曲『海角七号』の歌詞後半をもう一度振
り返って見よう。「陽光が再び，あの明る過ぎる国境の南から立ち去る時，
かつて君が持ち去った愛を，笑顔で返してくれるかい」。「陽光」は日本を指
していたのだ。そして「持ち去られた愛」の返却を求めていたのである。
　「勇士の珠」を身につけ，虹の橋を渡った阿嘉は，二つの時代をつなぎ，
手紙を届けるという使命を達成した。その後，舞台に立った彼は，日本を象
徴する太陽が海に落ちた瞬間，ギターをかきならし，一曲目の『無楽不作
　　　　　　　　　　　　　　スカイウt－カ－（楽しいことは全て）』で自分が「空を歩く者」となったことを高らかに宣言
　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　ラ　サ　ンする。その時，トンボ玉を身につけ，馬拉桑Tシャツを着たメンバー全員
が声を揃える。阿嘉一人ではない，彼ら全員が歴史との和解を果たした
スカイウォ－カ－「空を歩く者」なのである。二曲目のバラード『海角七号』に入る時，メン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　マ　　　　　　　　　　　マ　ラ　サ　ンバー全員が舞台上で一列になる。原住民の労馬も，客家の馬拉桑も，老人の
　　　　　　　　　　　　　ダ－ダ－茂伯（ボーさん）も，子どもの大大も，水蛙（カエル）も，族群と世代を越
えて，全員が堂々と舞台の最前列に立つ。「地元バンドの完成」という二つ
目の使命が果たされる瞬間である。
　映画『海角七号』が軽い娯楽映画の装いと裏腹に，深い感動を呼ぶのは，
最初から提示されている「二つの時代，二つの使命」という課題が解決され
るだけでなく，結末近くで予想外の力タルシスがもたらされるためであろう。
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立派に地元バンドを率いて見せた阿嘉は，二曲目の間奏で停止し，舞台そで
に立つ友子を見つめる。先程砂浜で彼女を抱きしめて言った「行くな。行く
なら俺も一一vaに」という言葉への回答を眼差しで求めるのである。その手助
　　　　　ロ　　　マけとして，労馬は前日友子から贈られた「孔雀の珠」，永遠の愛を象徴する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ－ダ－トンボ玉を彼女に手渡す。それを彼女が自ら首にかけた瞬間，今度は大大す
なわち日本人の父に捨てられた娘の奏でるキーボードを合図に音楽が再開し，
「陽光が再び，あの明る過ぎる国境の南から立ち去る時，かつて君が持ち去っ
た愛を，笑顔で返してくれるかい」という後半の歌詞につながって，コンサー
トは予想を越えた大団円を迎える。「宛先不明小包の配達」「地元バンドの完
成」に加え，「（阿嘉と友子の）恋の成就による（60余年前の）古傷の癒し」
までが成し遂げられ，三重のカタルシスがもたらされたのだ。
『海角七号』の魔法
　ところが，魏徳聖監督の繰り出す魔法はさらに続く。彼は『海角七号』を
単純なハッピーエンドでは終わらせない。予定された二曲の演奏が大成功を
納めたことで，観客からは「アンコール」の声が止まらない。その時，あろ
うことか茂伯（ボーさん）が台湾月琴，平哺族（平地系原住民）の血統につ
ながる恒春漢人を象徴する楽器を抱えて舞台中央に進み出る。そして，いつ
も孤独に一人日本語で歌っていたシューベルトの『野ばら』をつま弾き始め
るのだ。実は前の二曲の間，全員が声を揃えた場面でも，茂伯（ボーさん）
だけは口を開いていない。彼は第二次世界大戦後に中華民国（外省人）政権
が持ち込んだ国語である中国語を話さないのだ（彼が中国語を発するのは，
郵便配達中に「書留」という時のみだ）。阿嘉らは茂伯（ボーさん）の場違
いな振る舞いに一瞬顔をしかめるが，観衆の興奮はおさまらない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ－ララン　その時，観衆の中にいた原住民の老警察官欧拉朗が，舞台上の息子に
ロ　－　マ「労馬，受け取れ」と声をかけ，ハーモニカを渡す。彼ら父子がパイワン族
の音楽を奏でる時に使う楽器であり，かつてオーディション会場で茂伯（ボー
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ－ララン　　　　　　　　　ロ－マさん）とのもあ事の種になった楽器だ。欧拉朗から受け取った労馬のハーモ
ニカが，茂伯（ボーさん）の月琴に加わった時，誰も予想できなかった感動
的結末へと道が開かれる。原住民老人から息子の世代に渡されたバトンは，
　　　　ダ　ダ　　　　　　　　　マ　ラ　サ　ン子どもの大大，客家の馬拉桑，そして水蛙（カエル），阿嘉へと，つまり台
湾社会の周縁から中心に向かって伝播する。最後に阿嘉が中国語で『野ばら』
を歌い始めたことによって，舞台そでにいた中孝介も進み出て日本語で声を
合わせ，クライマックスの大合唱につながるのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ－ララン　地元バンドのメンバーに当初選ばれたうち，欧拉朗だけが舞台に上がれな
かったことを，原住民に対する差別だと指摘する声も，台湾のウェブでは見
られる。彼が野外披露宴の場面で「歌が歌いたい」とつぶやき，その後夜の
海を見つめながら，一人ハーモニカを吹いたことも，寂しい印象を残した。
ただ幸いなことに，アンコール曲『野ばら』の合奏は，彼の機転によっても
たらされたものであり，台湾各族群，世代のみならず日本人をも取り込んだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ－ララン大合奏／合唱には，彼が愛用するハーモニカも加わっていた。欧拉朗の世代
に叶わなかった「台湾社会への完全な参入」という望みが，息子の世代では
何とか実現した形である。
　いつしか日本語に変わった『野ばら』の大合唱17）をバックに，小包を投函
した教師の娘からの手紙が朗読され，そこから映画は最終シーン，1945年
の基隆埠頭，送還船高砂丸の出航場面につながる。約束を破り，一人で去っ
て行く日本人教師18）。それを厳しい眼で見つめる1945年の台湾人女生徒
「小島友子」。彼女は全身純白のモダンな服装に身を包み，出て行く船を睨み
つけている。心中の悔しさも悲しさも，言葉にされることはないが，彼女た
ち世代の気持ちが孫たちに伝わったからこそ，『海角七号』という映画が撮
られ，台湾で史上最大のヒット作となったのであろう。そしてすでに別稿で
論じたが，彼女を演じているのは台湾原住民ルカイ族の歌手レイチェル・リャ
ン（梁文音）であり，クレジットロールの間に流れる歌『這裡風光明媚（こ
こは風光明媚）』はリャンが歌っている。
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おわりに
　本章では，台湾における『海角七号』大ヒットの要因を，原住民文化の受
容という角度から分析するにあたり，トンボ玉と虹の伝説が果たした役割を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ－ララン　　　　　　ロ－マ中心に論じた。作品中の登場人物である欧拉朗と息子の労馬は，役柄として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　マも，演じた俳優もパイワン族である。労馬の元妻はルカイ族という設定だが，
やはりトンボ玉文化を伝承している。また，虹の伝説は，魏徳聖監督のライ
フワークともいえる次作品『饗徳克巴莱（セデックバレ）』につながるモチー
フである。
　　　　　　　　　　　　　　　　《注》
1）　聞天祥「2008台湾電影：属於新鋭的一年」『2009年台湾電影年鑑』2009，財団
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　学人間文化研究所紀要』20，2005。
12）　リカラッ・アウー『Mulidan　部落手札』女書文化，1998。
13）　魏徳聖監督は著者との対談（2011年1月21日，於台北紫藤盧）で，日本の印
　象として「いろいろな場所でユニフォーム（制服）が着用されている。引越し会
　社まで」と話している。「海角七号」でバンドのメンバーにユニフォームを着せ
　るというアイデアは，監督にとっては「日本的」な試みということになる。
14）　映画中で阿嘉はコンサートの本番直前まで歌詞を直し続ける。そのことは阿嘉，
　労馬，友子の台詞で明示される。「歌詞を直す」という行為は台湾民主化，本土
　化運動の中で提起された「名を正す」行為と重なる。阿嘉が作詞作曲した二曲目
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　の題名は最初『国境之南』だったが，彼自身によって『海角七号』と書き直され
　る。新しい題名が手紙の宛先「海角七番地」ではなく，映画と同じ『海角七号』
　である点が重要だ。
15）　閥南系漢人は閏南（台湾）語，客家系漢人は客家語，原住民はそれぞれの部族
　語，さらに日本統治時代を経験した世代は日本語，中華民国時代に教育を受けた
　世代は中国語を使用し，互いに通じない。
16）　孫大川総企画，里慕伊・亜紀採集「泰雅族　彩虹橋的審判』新自然主義，
　2002。
17）魏徳聖監督は，著者との対談（前掲）で，「『野ばら』を使用したのは黒澤明監
　督の『八月の狂詩曲』からヒントを得た」と話している。
18）　映画で友子がバンドの仕事を放り出して去って行こうとする時，明珠が投げか
　けた言葉が「おい，そこの日本人，約束を守らないで行ってしまうの」であった
　のは，60余年前の日本人送還／引揚げの状況に共振する謎責であり，映画全体
　の通奏低音を成していたと言えるだろう。
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